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「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ア
イ
ラ
ン
ド 

沖
縄
」
構
想
に
つ
い
て 

琉
球
大
学
工
学
部 

池
田 

孝
之 

教
　
授 

　「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン・ア
イ
ラ
ン
ド
沖
縄
」構

想
は
、「
沖
縄
経
済
振
興
二
十
一
世
紀
プ
ラ
ン
」

中
間
報
告（
平
成
十
一
年
六
月
沖
縄
政
策
協

議
会
）に
お
い
て
提
案
さ
れ
、「
沖
縄
国
際
情

報
特
区
」構
想
、「
新
規
事
業
創
出
支
援
体

制
の
総
合
的
検
討
」と
共
に
、同
プ
ラ
ン
の

最
終
報
告
に
向
け
さ
ら
に
検
討
を
深
め
る

と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。本
構
想
の
策
定
に

当
た
っ
て
は
、「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン・ア
イ
ラ
ン
ド

沖
縄
」構
想
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、「
良

好
な
環
境
の
保
全
・
創
造
」、「
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
等
の
導
入
促
進
」、「
環
境
関
連
ビ
ジ
ネ

ス
の
企
業
化
促
進
」及
び「
資
源
の
地
域
内

循
環
の
推
進
」の
各
専
門
部
会
を
設
け
て

検
討
を
行
い
、平
成
十
二
年
三
月
に
取
り
ま

と
め
ら
れ
た
。本
構
想
検
討
委
員
会
に
関

わ
っ
た
立
場
か
ら
、そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。 

 

　「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン・ア
イ
ラ
ン
ド
沖
縄
」構

想
は
、二
十
一
世
紀
の
沖
縄
が
環
境
の
保
全
と

産
業
の
振
興
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
、美
し
い

自
然
と
豊
か
な
暮
ら
し
を
両
立
さ
せ
て
い
く

た
め
の
未
来
へ
向
け
て
の
構
想
で
あ
る
。産

業
活
動
の
拡
大
は
人
々
の
生
活
を
豊
か
に
し

た
が
、一
方
で
は
様
々
な
環
境
負
荷
を
発
生

さ
せ
、今
日
の
深
刻
な
環
境
問
題
を
も
た
ら

し
た
。物
の
豊
か
さ
を
求
め
る
時
代
か
ら
、自

然
と
の
共
生
を
通
し
た
質
の
豊
か
さ
を
求
め

る
時
代
へ
と
発
想
を
転
換
す
る
必
要
が
あ
る
。

経
済
活
動
に
お
い
て
も
、資
源
の
大
量
導
入
、

大
量
生
産
・
消
費
・
廃
棄
の
経
済
シ
ス
テ
ム
か

ら
脱
却
し
、環
境
負
荷
の
少
な
い
資
源
循
環

型
の
経
済
社
会
へ
移
行
し
て
行
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。特
に
、沖
縄
の
島
嶼
性
を
考

え
れ
ば
、物
質
循
環
を
体
系
的
に
把
握
し
、

持
続
可
能
な
自
立
型
の
資
源
循
環
型
経
済

社
会
、す
な
わ
ち
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン・ア
イ
ラ
ン

ド
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
な

課
題
と
な
る
。本
構
想
は
、沖
縄
の
特
性
・
優

位
性
に
着
目
し
て
、環
境
と
経
済
が
両
立
す

る
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
体
系
化
し
、具
体

的
施
策
の
展
開
に
よ
り
環
境
共
生
モ
デ
ル
地

域
の
形
成
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
。 

  

　
ま
ず
、構
想
推
進
の
基
本
方
針
と
し
て
、

①
環
境
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
シ
ス
テ

ム
の
構
築
、②
持
続
可
能
な
経
済
発
展
に
向

け
た
資
源
の
選
択
及
び
効
率
的
な
運
用
、③

産
業
振
興
、雇
用
促
進
に
つ
な
が
る
よ
う
な

環
境
保
全
事
業
、環
境
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
の
事

業
化
推
進
、④
美
し
い
自
然
と
豊
か
な
暮
ら

し
を
守
る
た
め
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
づ
く
り
、

⑤
沖
縄
か
ら
ア
ジ
ア
、世
界
へ
の
情
報
発
信
の

五
つ
が
あ
る
。 

  

　
こ
の
方
針
の
元
で
、体
系
的
な
施
策
を
展

開
す
る
も
の
と
し
て
、以
下
の
具
体
的
な
施

策
と
そ
の
基
本
方
向
を
提
案
し
て
い
る
。 

１
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
県
土
の
保
全
・
整

備
の
た
め
に
は
、①
沿
岸
域（
海
岸
、湖
岸
、

河
岸
）の
環
境
保
全
と
利
用
促
進
、②
森
林

環
境
の
保
全
と
利
用
促
進
及
び
野
生
生
物

等
の
保
護
、③
沖
縄
の
風
土
環
境
に
適
し
た

ま
ち
づ
く
り
・
村
づ
く
り
の
推
進
、④
環
境

保
全
型
農
林
水
産
業
へ
の
転
換
推
進
、⑤
循

環
型
県
土
形
成
の
推
進
を
行
う
。 

２
自
然
環
境
を
活
か
し
た
観
光
産
業
の
高

度
な
展
開
と
し
て
、①
環
境
共
生
・
体
験
型

観
光
の
促
進
、②
温
暖
な
気
候
と
地
域
資

源
を
活
用
し
た
長
期
滞
在
型
観
光
の
促
進

を
行
う
。 

３
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
導
入
の
促
進
と
し

て
、①
風
力
・
太
陽
光
発
電
等
の
導
入
の
促

進
、②
燃
料
電
池
等
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の

促
進
を
行
う
。 

４
環
境
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
の
企
業
化
の
促
進
と

資
源
の
地
域
内
循
環
の
推
進
と
し
て
、①
環

境
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
の
促
進
、②
資
源

循
環
型
農
業
等
の
推
進
、③
建
設
廃
材
の
リ

サ
イ
ク
ル
及
び
廃
棄
物
の
建
設
資
材
化
の
推

進
、④
島
嶼
型
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、

⑤
複
合
・
集
中
的
な
リ
サ
イ
ク
ル・
廃
棄
物
処

理
施
設
の
整
備
を
推
進
す
る
。 

５
社
会
シ
ス
テ
ム
の
整
備
と
環
境
保
全
技
術

の
開
発
・
活
用
と
し
て
、①
社
会
シ
ス
テ
ム
の

整
備
、②
環
境
保
全
技
術
の
開
発
・
活
用
を

推
進
す
る
。 

  

　
今
後
の
構
想
の
実
現
に
向
け
た
具
体
的

取
り
組
み
と
し
て
は
、①
目
標
及
び
推
進
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
設
定
と
進
捗
状
況
の
点
検
、②

関
係
者
の
役
割
分
担
の
明
確
化
と
協
力
体

制
の
確
立
、③
具
体
的
な
施
策
展
開
が
必
要

で
あ
る
。こ
の
中
で
も
具
体
的
な
施
策
展
開

に
当
た
っ
て
は
、循
環
型
経
済
社
会
の
形
成

に
向
け
た
、環
境
教
育
・
普
及
啓
発
活
動
の

充
実
の
ほ
か
、制
度
面
の
対
応
、環
境
関
連

情
報
の
整
備
の
方
策
に
つ
い
て
関
係
者
間
で

協
議
・
検
討
を
行
い
、社
会
シ
ス
テ
ム
の
整
備

を
推
進
す
る
。ま
た
、観
光
リ
ゾ
ー
ト
地
の
景

観
形
成
事
業
と
し
て
、道
路
等
公
共
空
間
の

緑
化
、環
境
の
保
全
・
復
元
及
び
自
然
環
境

と
の
調
和
に
配
慮
し
た
海
岸
整
備
等
の
基

盤
整
備
事
業
を
引
き
続
き
推
進
す
る
。更
に
、

島
嶼
型
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
構
築
へ
の
先
駆

的
モ
デ
ル
事
業
と
し
て「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
地

域
形
成
モ
デ
ル
計
画
の
策
定
」、「
処
理
困
難

物
の
適
正
処
理
の
推
進
」、「
有
機
系
廃
棄

物
の
バ
イ
オ
ガ
ス・コ
ン
ポ
ス
ト
化
の
推
進（
燃

料
電
池
も
含
む
）」、「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
一
〇

〇
％
供
給
モ
デ
ル
地
域
形
成
の
推
進
」及
び

「
バ
イ
オ
マ
テ
リ
ア
ル
製
造
事
業
の
推
進
」等

の
実
現
化
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
る
。 

  

　
本
構
想
の
施
策
が
、今
後
予
定
さ
れ
て
い

る「
沖
縄
経
済
振
興
二
十
一
世
紀
プ
ラ
ン
」最

終
報
告
、新
た
な
沖
縄
振
興
計
画
・
法
制
度

に
反
映
さ
れ
る
と
と
も
に
、関
係
省
庁
、沖

縄
県
、市
町
村
及
び
関
係
団
体
等
の
連
携
に

よ
り
さ
ら
に
検
討
が
深
め
ら
れ
、具
体
化
さ

れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 
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■表紙解説 

　駐留軍用地返還跡地と埋立地を一体

的に整備し、休日には家族連れなど多く

の人でにぎわっている北谷町美浜地区。 


